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要 旨

大分県における光化学オキシダント （ 以下「 Ox」 と いう 。 ） の濃度分布特性の把握を目的と し て、 大分

県内の大気常時監視測定データ等を利用して解析を行った。 その結果、 大陸からの越境汚染及び瀬戸内海の

影響が大分県のOx濃度分布特性に関係している可能性が示唆された。具体的には、大陸からの越境汚染は、

県内全監視局のOx季節推移、Ox高濃度事例への影響が示唆される結果と なった。一方、瀬戸内海の影響は、

大分県沿岸部の監視局において県北部と 南部のOx濃度と 環境基準超過率に明確な差異が存在する要因と

なっている可能性が示唆される結果と なった。

大分県における光化学オキシダント 濃度分布特性についての調査

は じ め に

光化学オキシダント は、 オゾン、 パーオキシアセ

チルナイ ト レート その他の光化学反応により 生成さ

れる酸化性物質（ 中性ヨ ウ化カリ ウム溶液から ヨ ウ

素を遊離するものに限り 、 二酸化窒素を除く ） と 定

義されている １ ）。

Oxは、 光化学スモッ グの原因物質であり 、 高濃

度のOxに暴露さ れる と 眼や喉が刺激さ れ、 眼がチ

カチカする、 喉の痛み等の健康障害を引き起こす。

そのため、１９７３年にOxの環境基準が｢１時間値が

０．０６ppm以下であるこ と ｣１ ）と 設定さ れた。 その後、

排出規制によ り Oxの前駆物質と 考えら れている 窒

素酸化物（ 以下「 NOx」 と いう 。 ） や非メ タ ン炭

化水素（ 以下NMHCと いう 。 ） の濃度は減少２ ）し た

が、 Ox濃度の低減状況及び環境基準達成率は良好

ではなく （ R４年度全国のOx環境基準達成率一般局

０．１％２ ）） 、 その原因についてOx生成機構、 ユ－ラ

シア大陸（ 以下「 大陸」 と いう 。 ） からの越境汚染

等の面から議論が進められている。

また、 Oxの主成分であるオゾンは放射強制力を

直接あるいは間接的に持ち、 大気寿命が短い物質の

総称である短寿命気候強制物質（ 以下「 SLCFs」 と

いう 。 ） に含まれ、 近年では気候変動と の関連性に

ついても議論が行われている ３ ）。

当県でも 、 大気汚染防止法第２２条に基づきOxの

常時監視を大分県管理で１０局、 大分市管理で１２局実

施し ているが県内全監視局で環境基準は未達成と

なっている。 さ ら に、 大気汚染防止法に基づきOx

濃度の１時間値が１２０ppb以上と なり 、 その状態が継

続すると 認められる場合に都道府県知事が発令する

Ox注意報が２０１９年５月２５日に１０年ぶり に大分県内

（ 由布市） に発令４ ）さ れるなど、 高濃度のOx暴露に

よる健康リ スク は依然と して存在している。

本研究では、２０１１年度から２０２０年度に実施した大

分県内の大気常時監視測定局（ 以下監視局） のデー

タ、 国立環境研究所が公表している他県の大気常時

監視測定局データ ５ ）、 気象庁が公表し ている気象情

報６ ）、 NOAA（ National Oceanic and Atmospheric Ad-

m inistration： ア メ リ カ 海洋大気庁） のＨYSPLIT

MODEL７ ）によ り 作成した後方流跡線を元に大分県

のOx濃度分布特性について検討を行ったので報告

する。

方 法

１． 大分県大気常時監視局データの解析

１．１ 経年変化

大分県管理の監視局（ １０局） と 大分市管理の内、

三佐局の２０１１年度から２０２０年度までのOx１時間値、

NOx１時間値を用いて年平均値を算出し、 経年変化

を確認し た。 また、 Oxについては、 季節別に平均※１ 北部保健所
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値を算出し、 経年変化を確認し た。 季節の分類は３

月から５月を春、６月から８月を夏、９月から１１月を秋、

１２月から２月を冬と して解析を実施した。

１．２ 長期指標

環境省の提示するOx長期指標であるOx日最高８

時間値の年間９９％タイル値の３年平均値１ ）を大分県管

理の監視局（ １０局） と 大分市管理の三佐局の２０１１年

度から２０２０年度ま でのOx１時間値を用いて算出し

た。

１．３ 環境基準超過時間

大分県管理の監視局（ １０局） と 大分市管理の三佐

局の２０１５年度から２０２０年度までのOx１時間値につい

て、 環境基準である６０ppbを超過した時間を季節別

に集計した。 季節については経年変化と 同様に分類

を行った。 また、２０１５年度から集計した理由は、 監

視局の内、 国東、 由布局で１年を通してOx測定が行

われたのが２０１５年度からであるためである。

１．４ CPF解析

大分県管理の監視局（ １０局） と 大分市管理の三佐

局の２０１１年度から２０２０年度までの監視局のデータの

内、 Ox生成が活発になる昼間帯（ ６‐ ２０時） のデー

タを利用してCPF解析を行った。

CPF（ Conditional Probability Function） 法は発生

源因子の寄与率が、 一定の閾値を超えた場合の風向

の頻度分布によって、 発生源の位置を推定するもの

である ８ ）。 従って、 CPF値が高い方角から影響を大

きく 受けているこ と が推定される。 CPF値は次の式

によって求められる。

CPF = mΔθ/nΔθ

本稿では、 mΔθは６‐ ２０時の時間帯でOx１時間

値が６０ppb以上の場合の風向θの数、 nΔθは６‐ ２０

時の時間帯の風向θの総数を意味する。

２． 大分県大気常時監視データ以外の解析

２．１ Ox高濃度の要因について

２０１１年度から２０２０年度の期間、 大分県管理の監視

局（ １０局） と 大分市管理の三佐局の内２局以上の監

視局でOx日最高値が１００ppb以上と なった日をOx高

濃度日と して、 後方流跡線の作成及び長崎県対馬局

のOx状況調査を実施した。

後方流跡線は、 NOAA（ National Oceanic and At-

mospheric Adm inistration： アメ リ カ海洋大気庁）

のHYSPLIT MODEL７ ）を使用し て作成し た。 気象

データには、 Global Data Assim ilation System（ 以下

GDAS） を 使用し、 高度は５００，１０００，２０００ｍ、 流跡

線のタ イ プはNormalと し 、 遡及時間は７２時間と し

た。 そし て、 Ox１００ppb超過が発生し た監視局の高

度１０００mの大気を７２時間遡及さ せた位置を大気始点

と し て、 Ox高濃度発生日の大気始点を日毎に調査

した。

長崎県対馬局は大陸と 九州の間にある 離島であ

る。 そのため、 大陸から のOx越境汚染の影響を確

認できる と 考え調査し た。 長崎県対馬局のOx状況

調査は、 国立環境研究所が公表している大気常時監

視測定局データ ５ ）内の長崎県対馬局の２０１１年度から

２０２０年度のOx１時間値を利用し、 実施した。 具体的

には大分県Ox高濃度発生日の前日から 当日の長崎

県対馬局のOx１時間値の最高値の確認である。

２．２ 大気始点と Ox濃度について

２０１５年から２０２０年度の春（ ３～５月）と 夏（ ６～８月）

の大分県中津局の大気始点と Ox濃度の関係につい

て調査した。

大気始点は前項と 同様の条件で後方流跡線を作成

し、 高度１０００mの大気を７２時間遡及さ せた位置を大

気始点と した。 そして、 気象庁が公表している中津

アメ ダスの日照時間６ ）を利用し、 日照時間８時間以上

と 未満の日に分類した。 次に２０１５年から２０２０年の期

間の中津局でOx生成が活発と なる６‐ ２０時の測定が

欠測無く 行われた日を対象にOx日最高値を算出し

た。 最後に算出し たOx日最高値を季節別、 日照時

間で分類を行い、 大気始点毎にOx日最高値の平均

値を算出し、 大気始点と Ox濃度の関係について検

討を行った。

２．３ 長崎県対馬局Ox濃度と 大分県Ox濃度について

２０１１年度から２０２０年度の期間、 長崎県対馬局で夜

間帯（ ２１‐ ５時） にOx濃度１００ppbを超過し、 且つ翌

日の大分県の日照状況が良好であった場合の大分県

のOx状況について調査し た。 長崎県対馬局のOx濃

度は国立環境研究所が公表している大気常時監視測

定局データ ５ ）内の長崎県対馬局の２０１１年度から２０２０

年度のOx１時間値を利用した。 また、 大分県の日照

状況は気象庁が公表している大分地方気象台、 日田

特別地域気象観測所、 中津アメ ダス、 佐伯アメ ダス

の日照時間６ ）が全地点８時間以上であった場合を日照

状況が良好であると した。
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結 果

１ 常時監視局データの解析

１．１ 経年変化

図１に大分県管理の監視局（ １０局） と 大分市管理

の三佐局の設置場所を示す。 図２に監視局毎の２０１１

年度から２０２０年度のNOx年平均値推移、 図３にOx年

平均値推移を示す。 図２、 図３よ り 全局でOx前駆物

質であるNOxは減少傾向だがOxは増加傾向になっ

ているこ と を確認した。

また、 沿岸部に設置している監視局でも中津、 国

東、 別府局のよう に北側に位置する監視局と 臼杵、

津久見、 佐伯局の様に南側に位置する 監視局のOx

年平均値を比較すると 北側に位置する監視局の方が

明確に高いこ と を確認した。

図４に図２のグラフについて季節ごと に分けて濃度

推移をプロッ ト したものを示す。全局で春に最もOx

濃度が高く なり 、 夏は春と 比較し てOx濃度が減少

する傾向がみられた。

図１ 大分県大気常時監視測定局設置場所

（ 大分市は三佐局のみ表示）

図２ 監視局毎のNOx年平均値推移（ ２ ０ １ １ ‐ ２ ０ ２ ０年度） 図３ 監視局毎のOx年平均値推移（ ２ ０ １ １ ‐ ２ ０ ２ ０年度）

図４ 監視局毎のOx季節別平均値推移（ ２ ０ １ １ ‐ ２ ０ ２ ０年度）
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図５ 監視局毎のOx日最高８時間値の年間９ ９％タ イ ル値の

３年平均推移（ ２ ０ １ １ ‐ ２ ０ ２ ０年度）

図６ 監視局毎のOx環境基準超過時間数（ ２ ０ １ ５‐ ２ ０ ２ ０年度）

図７ CPF解析結果（ ２ ０ １ ５ ‐ ２ ０ ２ ０年度）

１．２ 長期指標

図５に監視局毎の２０１１年度から２０２０年度のOx日最

高８時間値の年間９９％タイル値の３年平均値の推移を

示す。２０１１年度比で、 沿岸部且つ北側に位置する監

視局は増加又は横ばいの傾向を示し、 沿岸部且つ南

側に位置する監視局は減少又は横ばいの傾向を示し

た。

１．３ 環境基準超過時間調査

図６に２０１５年度から２０２０年度までの監視局毎のOx

環境基準超過時間を示す。 全局、 春、 夏、 秋、 冬の

順番に環境基準超過時間が多いこと を確認した。 ま

た、 沿岸部に設置している監視局でも中津、 国東、

別府局のよう に北側に位置する監視局と 臼杵、 津久

見、 佐伯局の様に南側に位置する監視局の環境基準

超過時間数を比較すると 北側に位置する監視局の方

が明確に多いこ と を確認した。

１．４ CPF解析

図７に昼間帯（ ６‐ ２０時） のOx１時間値、 風向１時

間値を使用して行った監視局毎のCPF解析結果を地

図上に示す。 方角ごと にCPF値を示しており 、 CPF

値の大きい方角から強く 影響を受けていると 考えら

れる。 沿岸部に位置する監視局は瀬戸内海側のCPF

値が高い傾向であるこ と を確認した。 一方、 内陸部

に位置する監視局は特定の方位のCPF値が高いこ と

を確認した。 具体的には、 由布、 豊後大野局は大分

市側のCPF値が高く 、 日田局は西側のCPF値が高い

こ と である。

２．大気常時監視データ以外を追加した解析

２．１ Ox高濃度

表１に２０１１年度から２０２０年度の期間で、 大分県管

理の監視局（ １０局） と 大分市管理の三佐局で２局以

上の監視局がOx日最高値１００ppb以上と なった２５日

について、 高度１０００mの大気を７２時間遡及さ せた大

気始点と 長崎県対馬局の前日から 当日のOx最高値

をまと めた結果を示す。 図８から 図１１に作成し た後

方流跡線の一例と し て、 それぞれ２０１５年５月２９日日

出局、２０１５年８月１日別府局、２０１７年５月２９日日田局、

表１ 大分県Ox高濃度発生日の状況（ ２ ０ １ １ ‐ ２ ０ ２ ０年度）
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図８ 後方流跡線解析結果（ 表１ No.８ ２ ０ １ ５年５月２ ９日） 図９ 後方流跡線解析結果（ 表１No.９ ２ ０ １ ５年８月１日）

図１ ０ 後方流跡線解析結果（ 表１ No.１ ２ ２ ０ １ ７年５月２ ９日） 図１ １ 後方流跡線解析結果（ 表１No.２ １ ２ ０ １ ９年５月２ ４日）

２０１９年５月２４日中津局の大気を７２時間遡及さ せた後

方流跡線を示す。 高度１０００mの大気始点は、２５日中

２４日が図９から 図１１の様に大陸、 黄海、 東シナ海の

様に大陸方向と なっている結果と なった。 そして長

崎県対馬局は２５日中１９日が前日から 当日のOx最高

値が９５ppb以上と なっているこ と を確認した。
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図１ ２ 大気始点毎の中津局Ox日最高平均値（ ２ ０ １ ５ ‐ ２ ０ ２ ０年春）

表２ 大気始点毎の中津局Ox日最高平均値（ ２ ０ １ ５ ‐ ２ ０ ２ ０年春）

図１ ３ 大気始点毎の中津局Ox日最高平均値（ ２ ０ １ ５ ‐ ２ ０ ２ ０年夏）

表３ 大気始点毎の中津局Ox日最高平均値（ ２ ０ １ ５ ‐ ２ ０ ２ ０年夏）

２．２ 大気始点と Ox濃度について

図１２、 表２に２０１５年から２０２０年春（ ３～５月） の大

気始点毎の中津局Ox日最高平均値を示す。そして、

図１３、 表３に２０１５年から２０２０年夏（ ６～８月） の大気

始点毎の中津局Ox日最高平均値を示す。その結果、

季節と 日照時間に関わらず大気始点が大陸、 黄海、

東シナ海の大陸方向の場合が太平洋の場合より Ox

日最高平均値が高いこ と を確認した。 また、 春と 夏

で日照時間８時間以上の際に太平洋が大気始点と な

る割合に大きな差が存在するこ と を確認した。 具体

的には、 春は２７１日中１５日で出現割合は約５ ％と な

り 、 夏は２３１日中８３日で出現割合は約３５％と 大き く

上昇しているこ と を確認した。
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表４ 長崎県対馬局夜間帯（ ２ １ ‐ ５時） Ox濃度１ ０ ０ ppb超過且つ大分県日照状況良好時のOx状況

２．３ 長崎県対馬局Ox濃度と 大分県Ox濃度について

表４に長崎県対馬局で夜間帯（ ２１‐ ５ 時） にOx濃

度１００ppbを超過し 、 且つ翌日の大分県の日照状況

が良好であった場合の大分県のOx状況を示す。 そ

の結果、 条件を満たす事例は２０１１‐ ２０２０年度の期間

で１１事例存在し 、 その内１０事例は大分県内でOx濃

度１００ppb超過が発生し ている こ と を確認し た。 ま

た、 残り の１事例も１１局中７局でOx濃度９０ppb超過が

発生し、 大分県内のOx最高値は９９ppbと 高濃度を観

測しているこ と を確認した。

考 察

１ 常時監視局データの解析

１．１ 経年変化

図２、 図３よ り 大分県のOx、 NOx経年変化はOx前

駆物質であるNOxが減少傾向に対し てOxは増加傾

向と なっている。 その理由と して、 全国的に議論が

進められている一酸化窒素（ 以下「 NO」 と いう 。 ）

によるO３の消費反応であるNOタ イ ト レーショ ン効

果の低減９ ）等が考えられるが、大陸からの越境汚染、

気象状況の変化の影響も考えられるため、 今後も解

析を進める必要がある。

また、沿岸部に位置する監視局の北側と 南側でOx

年平均値に明確に差異が発生し ている理由と し て

は、 瀬戸内海の影響が考えられる。 瀬戸内海沿岸部

は大気汚染物質である PM２．５の濃度が高い傾向に

あり 、 その原因と して、 瀬戸内海特有の空気塊が滞

留しやすい状況が要因の一つと し て議論さ れてい

る １０ ）。 Oxについても PM２．５と 同様の要因が原因で、

瀬戸内海中心部に近い中津、 国東等の北側の監視局

はOx年平均値が高く 、 遠い臼杵、 津久見、 佐伯等

の南側の監視局はOx年平均値が低く なっている 可

能性がある。

図４よ り 全監視局で季節別に集計する と 春が最も

Ox平均値が高濃度と なり 、 夏は春と 比較し て濃度

が減少する傾向を示している。 その理由は、 大気の

来る方向による越境汚染の影響変化のためと 考えら

れる。 春は移動性高気圧の影響で大気が大陸から来

るこ と が増えるため、 大陸からの越境汚染の影響が

他の季節と 比較し て大き く なり 、 Ox濃度が高濃度

になり やすいと 考えられる。 対して、 夏は太平洋高

気圧の影響で大気が太平洋から 来る こ と が多いた

め、 大陸から の越境汚染の影響が小さ く なり 、 Ox

濃度が高濃度になり にく いと 考えられる。

１．２ 長期指標

図５よ り 沿岸部に位置する監視局の北側と 南側で

Ox日最高８時間値の年間９９％タ イ ル値の３年平均値

の傾向に違いが見られる理由と しては、 瀬戸内海の

影響が考えられる。 しかし 、 大陸からの越境汚染、

気象状況の変化の影響も考えられるため、 今後も解

析を進める必要がある。

１．３ 環境基準超過時間調査

図６よ り 、 監視局で季節別に集計する と 環境基準

超過時間を集計すると 春が最も多く 、 次に夏が多い

結果と なっている。 その理由は、 大気の来る方向に

よる越境汚染の影響変化と 日照時間の変化のためと

考えられる。 春は大陸からの越境汚染の影響を受け

やすいため、環境基準超過も起こ り やすい。対して、

夏は越境汚染の影響は受けにく いが、 Ox生成に影

響する日射時間は全季節で最も長いため、 春に次い

で環境基準を超過する時間が多いと 考えられる。

１．４ CPF解析

図７よ り 沿岸部の監視局は昼間帯のCPF値につい

て瀬戸内海側の方位が高い傾向を示している。 その

理由と して、 経年変化の考察で記述した様に瀬戸内

海の影響が考えられる。 一方、 内陸部の豊後大野、

由布局は大分市側の方位のCPF値が高い傾向を示し

ている。 その理由と して、 大分市から 移流するOx

の影響を受けている可能性が考えられる。 また、 別
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の可能性と し てNOタ イ ト レーショ ン効果の低減９ ）

が考えら れる。 具体的には、 大分市はNOx排出源

が多く 豊後大野、 由布局と 比較し てNO濃度が高い

傾向にある。 そのため、 大分市内ではNOによるO３

の消費反応が進行し やすく 、 結果と し てOx濃度上

昇が抑制さ れる。 し かし、 大気がNO濃度の低い豊

後大野、 由布局へ移流する と 、 NOによ るO３の消費

反応が進行し にく く なり 、 結果と し てOx濃度が上

昇すると いう 仮説である。 しかし、 大陸からの越境

汚染、 気象状況の変化の影響も考えられるため、 今

後も解析を進める必要がある。

２． 大気常時監視データ以外を追加した解析

２．１ Ox高濃度

表１よ り 、 大分県の複数の監視局でOx高濃度が発

生する事例では、 大陸からの越境汚染の影響が大き

いと 考えら れる。 その理由は、 まずOx高濃度発生

日の大気始点は全２５日の内、２４日が東シナ海、黄海、

大陸の様に大陸方向と なっている点である。 次に、

Ox高濃度発生日の前日から 当日の長崎県対馬局の

Ox最高値が２５日中１９日で９５ppb以上と なっている点

である。 長崎県対馬局は大陸と 九州の間にある離島

である。 そのため、 長崎県対馬局でOxが高く なっ

ている場合、 大陸から 高濃度のOxが日本へ越境し

ている可能性が高い。 以上を考慮すると 、 大分県の

複数の監視局でOx高濃度が発生する 事例では、 大

陸からの越境汚染の影響が大きいと 考えられる。 ま

た、２５日中唯一太平洋が大気始点と なっている２０１５

年５ 月２９日の事例は、 図８に示す通り 、 大気が瀬戸

内海を経由し ており 、 長崎県対馬局のOx濃度は高

濃度ではない。 そのため、 大陸からの越境汚染の影

響は小さいと 考えられる。 ただ、 同日に山口県、 愛

媛県、 広島県等の瀬戸内海に隣接する県で大分県と

同様にOx１００ppbの超過が発生し ている ５ ）。 そのた

め、 瀬戸内海の影響でOx高濃度が発生し た可能性

も考えられる。

２．２ 大気始点と Ox濃度について

図１２、１３よ り 日照時間と 季節に関わらず、 大気始

点が大陸方向の場合、 Ox日最高値が高く 、 大気始

点が太平洋の場合、 Ox日最高値が低い傾向を示す

こと が確認できる。 理由と しては、 大気始点が大陸

方向の場合、大陸からの越境汚染の影響が強まり Ox

濃度が上昇しやすく 、 太平洋の場合、 大陸からの越

境汚染の影響を受けにく く Ox濃度が上昇しにく い

ためと 考えられる。 また、 図４に示した季節別のOx

濃度平均値において、 気象条件がOx生成に適し た

夏のOx濃度平均値が春と 比較し て低い理由は、 大

気始点が太平洋の出現日が増加し、 大陸からの越境

汚染による影響が減少するためと 考えられる。

２．３ 長崎県対馬局Ox濃度と 大分県Ox濃度について

表４よ り 夜間帯に長崎県対馬局のOx濃度が１００ppb

を超過し、 翌日の大分県内の日照状況が良好であっ

た場合、 大分県内でOx濃度１００ppbを超過する 可能

性は極めて高いこ と が確認できる。 これは、 大陸か

ら の越境汚染によ り 、 高濃度Oxが夜間帯に大陸か

ら長崎県対馬局に移流し、 そのまま大分県内に移流

している事例と いえる。 以上の事から 、 大気が大陸

から く る こ と が多い春において長崎県対馬局のOx

濃度は直近の大分県のOx濃度を推定する判断材料

と し て有効だと 考える。 また、 長崎県対馬局でOx

高濃度と なり 、 大分県内の日照状況が良好である場

合、 Ox高濃度発生に警戒する必要がある と 考えら

れる。

お わ り に

大分県のOx濃度の解析を実施し た結果、 大陸か

ら の越境汚染、 瀬戸内海の影響が大分県のOx濃度

に関係している可能性が示唆される結果と なった。

まず、 大陸からの越境汚染は県内全監視局に発生し

ていると 考えられる。 その根拠は、 県内全監視局で

大気始点が大陸方向と なる こ と が多い春のOx濃度

が明確に他の季節と 比較して濃度が高く なっている

ためである。 また、 県内の複数の監視局でOx濃度

が１００ppbを超過する 高濃度と なる 場合、 大気始点

が大陸方向、 長崎県対馬局のOx濃度が高い傾向を

示す。そのため、大陸からの越境汚染が大分県のOx

高濃度発生事例の要因と なっているこ と が示唆され

る。

次に瀬戸内海の影響は、 沿岸部の監視局のOx濃

度に関係していると 考えられる。 その根拠は、 沿岸

部の監視局はOx環境基準超過時に瀬戸内海側の風

向が最頻出になる傾向と なるためである。 そして、

同じ沿岸部の監視局の中でも瀬戸内海の中心部に近

い中津、 国東、 別府局と 離れた臼杵、 津久見、 佐伯

局を比較する と 中津、 国東、 別府局のOx濃度、 環

境基準超過時間数が明確に大きい。 そのため、 大分

県沿岸部の監視局において県北部と 南部のOx濃度

と 環境基準超過率に明確な差異が存在する 要因と

なっている可能性がある。 また、 Ox高濃度発生事

例には、 瀬戸内海の影響で発生した可能性のある事
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例が存在する。 以上のこ と から今後も大陸からの越

境汚染と 同様に検討を進める必要があると 考える。

一方で、 内陸部の監視局は、 沿岸部の監視局と 異

なり 瀬戸内海の影響は受けずに近隣の影響を受ける

と 考えら れる。 その根拠は、 Ox環境基準超過時に

特定の風向が最頻出と なる傾向を示すこ と である。

特に由布局は直近１０年間の内、 大分県内で唯一Ox

注意報が発報さ れるなど、 Ox高濃度が発生し やす

い監視局である。したがって、大分市と 由布市のNO

濃度差によ り 生じるNOタイ ト レーショ ン効果の低

減９ ）による影響など近隣から の移流の影響について

解析が必要と 考えられる。

最後に大分県内のOx濃度は、 明確な減少傾向は

見られず、Ox濃度が１００ppbを超過する高濃度も度々

発生している状況である。 そのため、 今後も継続的

な調査が重要であると 考える。
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